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「
ブ
ロ
グ　

五
十
嵐
仁
の
転
成
仁
語
」
―
掲
載
２
０
１
３
年
４
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
以
下
の
論
攷
は
、
島
上
善
五
郎
『
昭
和
史
証
言
―
島
上
善
五
郎
の
た
ど
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

軌
跡
』（
図
書
新
聞
刊
、
２
０
１
３
年
３
月
）
の
序
文
で
す
。〕

　　

働
く
庶
民
の
「
苦
闘
の
書
」

 

「
島
善
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
本
名
は
佐
々
木
善
五
郎
。
島
上
勝
治
郎
の
長
女
・
邦
と
結
婚
し
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て
島
上
姓
と
な
っ
た
。

島
上
善
五
郎
（
以
下
、
島
上
と
略
称
）
は
、
大
正
か
ら
昭
和
、
戦
前
か
ら
戦
後
へ
と
続
く
困
難
な
時
代
に
東

京
市
電
を
拠
点
と
し
た
労
働
運
動
の
指
導
者
と
し
て
頭
角
を
現
し
、
戦
後
は
日
本
社
会
党
結
成
に
参
画
し
て
代

議
士
と
な
る
。
一
九
五
〇
年
に
労
働
組
合
全
国
組
織
と
し
て
結
成
さ
れ
た
総
評
（
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
）

の
生
み
の
親
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
初
代
事
務
局
長
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
そ
の
島
上
の
自
伝
で

あ
る
。

本
書
は
、
秋
田
の
寒
村
で
生
ま
れ
た
少
年
の
一
代
記
で
あ
り
、
地
方
か
ら
中
央
に
出
て
き
て
身
を
立
て
名
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
人
物
の
昭
和
史
へ
の
証
言
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
島
上
の
生
涯

は
日
本
の
近
代
化
に
お
け
る
典
型
的
な
人
間
類
型
の
一
つ
だ
と
い
え
よ
う
。

  

し
か
し
、
そ
の
身
の
立
て
方
は
労
働
運
動
へ
の
参
画
で
あ
り
、
労
働
組
合
や
政
治
に
関
わ
る
活
動
を
通
じ
て

の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
志
」
は
虐
げ
ら
れ
て
い
た
働
く
人
々
の
側
に
あ
り
、
支
配
層
の
な
か
に
入
り
込
む

の
で
は
な
く
、
逮
捕
や
投
獄
な
ど
の
弾
圧
に
も
め
げ
ず
権
力
に
抗
し
て
社
会
的
な
地
位
を
高
め
て
い
っ
た
働
く

庶
民
の
「
苦
闘
の
書
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
島
上
の
真
骨
頂
が
あ
る
。

ま
た
、
本
書
は
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
政
治
史
と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
社
会
党
結

成
に
加
わ
っ
て
衆
議
院
議
員
と
な
っ
た
戦
後
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
顕
著
だ
と
い
え
る
。
本
書
の
記

述
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
社
会
党
大
会
で
中
央
本
部
統
制
委
員
長
に
選
出
さ
れ
る
一
九
七
〇
年
頃
ま
で

だ
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
島
上
は
社
会
党
議
員
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
左
派
に
属
す
る
社
会
党
の
幹
部
と
し
て
、
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数
多
く
の
政
治
的
な
出
来
事
に
関
わ
っ
て
き
た
。

な
か
に
は
、
当
事
者
と
し
て
の
証
言
や
感
想
な
ど
も
あ
る
。
外
か
ら
見
た
評
論
で
は
な
く
、
内
側
か
ら
の
観

察
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
本
書
が
持
つ
大
き
な
特
色
で
あ
り
、
重
要
な
意
義
の
一
つ
だ
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
本
書
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
第
一
は
戦
前
の
上
京
か
ら
東

交
を
中
心
と
し
た
労
働
組
合
運
動
へ
の
参
画
で
あ
り
、
第
二
は
戦
後
の
総
同
盟
や
総
評
な
ど
労
働
組
合
全
国
組

織
の
幹
部
と
し
て
の
活
動
で
あ
り
、
第
三
は
社
会
党
衆
議
院
議
員
と
し
て
の
足
跡
で
あ
る
。

  

労
働
組
合
運
動
へ
の
参
画

 　

第
一
の
上
京
か
ら
東
交
を
中
心
と
し
た
労
働
組
合
運
動
へ
の
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
１
章
「
市
電
自
治
会
と

歩
む
」、
第
２
章
「
東
交
前
史
の
終
幕
」、
第
３
章
「
長
い
荊
の
道
」
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

島
上
は
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
一
二
月
六
日
、「
半
農
半
漁
の
貧
し
い
村
」
で
あ
る
秋
田
県
南
秋
田
郡
天

王
村
下
井
戸
で
生
ま
れ
た
。
農
業
を
営
む
佐
々
木
善
治
の
三
男
で
、
六
人
兄
弟
の
五
番
目
で
あ
っ
た
。

　

東
京
に
出
て
く
る
き
っ
か
け
は
、
秋
田
市
役
所
が
行
っ
た
東
京
市
電
の
補
助
車
掌
募
集
で
あ
る
。
島
上
は
こ

れ
に
応
募
し
、
高
等
小
学
校
を
一
年
で
中
退
し
て
上
京
す
る
。
勤
務
地
は
本
所
出
張
所
で
あ
っ
た
。「
田
舎
出
の

純
情
で
き
ま
じ
め
な
補
助
車
掌
だ
か
ら
遅
刻
・
欠
勤
は
な
く
、
残
業
は
率
先
し
て
引
き
受
け
る
模
範
車
掌
の
勤

務
ぶ
り
」
だ
っ
た
と
い
う
。
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こ
の
「
田
舎
出
の
純
情
で
き
ま
じ
め
な
」
性
格
は
、
労
働
運
動
に
加
わ
り
政
治
家
と
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
島
上
と
同
期
で
、
後
に
社
会
党
か
ら
自
民
党
に
転
じ
た
鈴
木
善
幸
元
首
相
は
、「
島
上
善
五
郎
君

は
、
素
朴
で
誠
実
な
人
柄
で
、
情
誼
に
厚
く
温
か
い
人
間
性
の
持
ち
主
で
あ
る
。
他
人
の
面
倒
見
が
良
く
、
そ

れ
だ
け
に
同
僚
・
後
輩
の
信
望
は
厚
く
、
公
私
に
わ
た
っ
て
調
整
役
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
重
き
を
な
し
て
い

た
よ
う
に
思
う
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
働
き
は
じ
め
た
島
上
は
、
そ
の
後
、
人
生
を
左
右
す
る
決
定
的
な
人
物
と
出
会
う
。
二
年
前
の
市

電
争
議
を
指
導
し
て
馘
首
さ
れ
、「
市
電
相
扶
会
」
を
作
っ
て
労
働
組
合
の
再
建
に
取
り
組
ん
で
い
た
島
上
勝
次

郎
で
あ
る
。「
お
や
じ
お
や
じ
と
尊
敬
さ
れ
」
て
い
た
勝
治
郎
に
目
を
か
け
ら
れ
た
島
上
は
強
い
影
響
を
受
け
、

労
働
組
合
運
動
へ
と
誘
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
二
三
年
五
月
、
島
上
は
第
四
回
メ
ー
デ
ー
に
有
志
で
参
加
し
て
「
処
女
演
説
」
を
行
い
、
九
月
一
日
の

関
東
大
震
災
で
勝
次
郎
を
失
っ
た
も
の
の
、
翌
年
五
月
に
は
一
万
二
〇
〇
〇
人
近
い
「
市
電
従
業
員
自
治
会
」

の
結
成
に
成
功
。「
君
は
島
上
の
後
継
者
だ
か
ら
」
と
言
わ
れ
て
本
所
支
部
長
兼
本
部
執
行
委
員
に
選
出
さ
れ

た
。そ

の
後
、
大
道
電
気
局
長
排
撃
運
動
で
ブ
タ
箱
入
り
と
な
り
、
二
五
年
に
は
治
安
維
持
法
反
対
運
動
で
馘
首

さ
れ
る
。
こ
の
時
、
島
上
は
二
二
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
自
治
会
本
部
の
常
任
書
記
と
な
っ
て
専
従
活
動
家

と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
る
が
、
二
六
年
夏
に
右
派
と
の
対
立
で
解
任
、
左
派
は
市
電
自
治
会
分
裂
反
対
同
盟

を
結
成
し
て
対
抗
、
半
年
後
に
合
同
し
て
執
行
部
の
大
半
を
制
し
た
。
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こ
の
と
き
、
島
上
は
労
働
農
民
党
の
青
年
部
長
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。
市
電
自
治
会
は
「
労
働
農
民
党
支
持
」

を
決
め
た
も
の
の
、
右
派
は
総
同
盟
や
社
民
党
、
一
部
は
中
間
派
の
日
労
党
、
左
派
は
評
議
会
、
労
農
党
と
の

連
携
を
強
め
る
と
い
う
構
図
だ
っ
た
。「
私
た
ち
数
名
の
者
は
、
こ
の
と
き
す
で
に
共
産
党
員
と
し
て
市
電
細
胞

を
つ
く
り
、
職
場
闘
争
の
組
織
と
、
市
電
労
働
者
の
労
農
党
へ
の
大
量
入
党
促
進
な
ど
の
指
導
を
活
発
に
進
め

て
い
た
」
と
い
う
。

そ
の
後
、
市
電
自
治
会
は
東
京
交
通
労
働
組
合
（
東
交
）
と
な
る
が
、
右
派
は
二
七
年
に
「
市
電
自
治
会
現

実
同
盟
」
を
結
成
し
た
た
め
、
二
度
目
の
分
裂
と
な
っ
て
本
部
事
務
所
を
追
い
出
さ
れ
、
組
合
員
も
半
数
以
下

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
七
年
に
は
「
三
・
一
五
事
件
」
で
自
治
会
左
派
の
活
動
家
が
検
挙
さ
れ
、
島
上
も
二
年

間
の
服
役
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

保
釈
で
出
所
し
た
島
上
は
東
交
の
書
記
局
に
入
り
、
労
働
組
合
の
全
的
統
一
運
動
、
東
京
無
産
協
議
会
の
結

成
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
三
七
年
に
は
人
民
戦
線
事
件
に
よ
る
大
量
検
挙
に
連
座
し
て
逮
捕
・
投
獄

さ
れ
、
未
決
の
ま
ま
一
年
半
獄
に
つ
な
が
れ
た
後
、
保
釈
と
な
る
。
そ
の
後
、
日
本
生
命
の
臨
時
外
交
官
、
南

旺
映
画
撮
影
所
の
進
行
係
な
ど
を
経
て
、
軍
需
工
場
の
徴
用
工
と
な
っ
て
戦
争
の
終
結
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
戦
前
、
共
産
党
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
島
上
は
、
戦
後
、
日
本
社
会
党
の
結
成
に
加
わ
る
。
こ
の

間
の
変
化
は
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
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労
働
総
同
盟
か
ら
総
評
へ

 　

第
二
の
労
働
組
合
全
国
組
織
と
し
て
の
総
同
盟
や
総
評
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
第
４
章
「
労
働
運
動
畑
で
」

が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
戦
争
直
後
に
お
け
る
労
働
運
動
の
激
動
の
時
代
が
、
島
上
個
人
の
体
験

を
通
し
て
活
写
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
島
上
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、
労
働
組
合
の
再
建
で
あ
っ
た
。
玉
音
放
送
の
「
二
、三
日
後
に
」
高
津
正
道

が
島
上
宅
を
訪
れ
、「
談
合
の
結
果
、
彼
は
単
一
の
社
会
主
義
政
党
の
結
成
に
む
け
て
、
私
は
そ
の
母
体
と
な
る

労
組
再
建
へ
と
歩
み
出
す
こ
と
を
誓
い
あ
っ
た
」
と
い
う
。

こ
う
し
て
「
一
週
間
も
た
た
ぬ
う
ち
に
」、
東
交
再
建
準
備
会
が
で
き
る
が
、
戦
時
中
の
「
産
報
」
関
係
者

を
中
心
に
も
う
一
つ
の
準
備
会
も
で
き
る
。
左
右
を
代
表
す
る
二
人
に
一
任
と
な
っ
た
が
、
左
派
の
代
表
は
島

上
で
、
運
動
方
針
を
起
草
し
た
。
結
局
、
二
つ
の
準
備
会
は
合
体
し
て
四
五
年
一
一
月
に
東
交
が
再
建
さ
れ
る
。

海
員
組
合
に
次
ぐ
、
極
め
て
早
い
再
建
で
あ
っ
た
。

一
九
四
六
年
五
月
に
は
復
活
メ
ー
デ
ー
が
取
り
組
ま
れ
、
島
上
は
統
一
メ
ー
デ
ー
準
備
会
の
常
任
実
行
委
員

の
一
人
と
な
る
。「
事
務
局
を
東
交
本
部
に
お
い
た
関
係
で
私
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
、
ま
ず
中
央
会
場

を
皇
居
前
広
場
と
決
め
て
下
検
分
を
し
た
」
と
い
う
。
こ
の
メ
ー
デ
ー
中
央
集
会
に
は
五
〇
万
人
が
参
加
し
た
。

　
「
雨
模
様
を
つ
い
て
続
々
と
く
り
込
む
組
合
員
、
定
刻
午
前
一
〇
時
に
は
、
見
渡
す
か
ぎ
り
の
人
の
海
、
旗
の
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波
と
な
る
。
壇
上
の
私
は
夢
見
る
ほ
ど
の
感
激
で
胸
が
詰
ま
り
、
開
会
の
辞
に
何
を
言
っ
た
か
も
わ
か
ら
な
い
」

と
、
島
上
は
書
い
て
い
る
。

こ
の
中
央
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
を
解
散
せ
ず
に
戦
線
統
一
準
備
会
に
し
よ
う
と
、
五
月
三
日
に
話
が
ま
と

ま
っ
た
。
し
か
し
、
前
年
一
〇
月
に
は
全
国
労
働
組
合
結
成
中
央
準
備
委
員
会
が
発
足
し
て
お
り
、
こ
れ
と
は

別
に
全
国
産
業
別
労
働
組
合
会
議
準
備
会
が
成
立
し
て
い
た
。
島
上
ら
は
「
全
的
統
一
の
望
み
を
棄
て
な
か
っ

た
」
も
の
の
、
総
同
盟
準
備
会
の
主
流
で
あ
っ
た
松
岡
駒
吉
や
原
虎
一
ら
は
慎
重
で
、「
も
と
も
と
反
共
色
の
強

い
諸
君
で
、
共
産
党
系
か
ら
は
戦
前
の
ボ
ス
排
除
の
声
が
高
ま
る
な
ど
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ
け
な
く
逃
し

て
し
ま
っ
た
」。
こ
う
し
て
、
四
六
年
八
月
に
総
同
盟
と
産
別
会
議
が
発
足
し
、
島
上
は
総
同
盟
の
執
行
部
に
入

る
。

　

一
九
四
七
年
一
月
一
五
日
、「
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
」
の
支
援
に
向
け
て
全
国
労
働
組
合
共
同
闘
争
委
員
会

（
全
闘
）
が
結
成
さ
れ
る
が
、
島
上
は
総
同
盟
か
ら
常
任
と
し
て
参
加
し
た
。
し
か
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ

る
中
止
命
令
が
出
さ
れ
て
ゼ
ネ
ス
ト
は
不
発
に
終
わ
る
。「
総
同
盟
の
松
岡
会
長
ら
は
当
初
か
ら
批
判
的
で
あ
っ

た
が
、
高
野
や
私
た
ち
は
た
た
か
い
の
成
功
の
た
め
に
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

こ
の
頃
か
ら
、
産
別
会
議
内
に
民
主
化
運
動
の
動
き
が
始
ま
り
、「
総
同
盟
は
こ
の
機
を
と
ら
え
て
中
央
委
を

開
き
、“
組
合
民
主
化
運
動
”
を
打
ち
出
し
て
拍
車
を
か
け
た
」。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
四
九
年
一
一
月
、
私

鉄
総
連
の
呼
び
か
け
で
戦
線
統
一
懇
談
会
が
開
か
れ
、
全
国
労
働
組
合
統
一
準
備
会
が
発
足
し
た
。
こ
れ
が
総

評
結
成
に
向
け
て
の
第
一
歩
に
な
る
。
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総
同
盟
か
ら
準
備
会
に
出
て
い
た
島
上
が
、「
数
少
な
い
戦
前
派
で
か
つ
年
長
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
い
つ
の
間

に
か
私
が
ま
と
め
役
の
よ
う
な
形
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
五
〇
年
三
月
の
準
備
大
会
で

島
上
は
事
務
局
長
に
選
ば
れ
る
が
、
そ
の
伏
線
は
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
七
月
の
大
会
で
、
総
評
は
正
式

参
加
一
七
組
合
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
七
組
合
が
参
加
し
て
正
式
に
結
成
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
島
上
は
初
代
の

事
務
局
長
に
選
出
さ
れ
た
。

 　

社
会
党
衆
議
院
議
員
と
し
て

 

第
三
の
社
会
党
衆
議
院
議
員
と
し
て
の
足
跡
に
つ
い
て
は
、
第
５
章
「
社
会
党
と
歩
む
」、
第
６
章
「
天
国
か

ら
地
獄
へ
」、
第
７
章
「
社
会
党
の
再
建
へ
」、
第
８
章
「
高
揚
か
ら
退
潮
へ
」
が
詳
し
い
。
と
り
わ
け
、
左
右

社
会
党
の
分
裂
と
統
一
に
至
る
経
過
と
そ
の
間
の
活
動
を
記
述
し
て
い
る
第
７
章
に
は
重
要
な
証
言
や
指
摘
が

多
く
、
本
書
の
中
心
を
な
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。

島
上
は
社
会
党
結
成
当
初
か
ら
中
央
執
行
委
員
に
選
任
さ
れ
、
四
六
年
四
月
の
戦
後
最
初
の
衆
議
院
総
選
挙

に
東
京
一
区
か
ら
立
候
補
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
選
挙
で
は
落
選
し
、
翌
四
七
年
四
月
の
戦
後
二
度
目
の
総
選

挙
で
東
京
六
区
か
ら
立
候
補
し
て
当
選
。
社
会
党
は
第
一
党
に
な
っ
て
片
山
内
閣
が
成
立
す
る
。
党
内
の
左
右

対
立
が
激
化
す
る
な
か
、
島
上
は
「
左
派
の
五
月
会
に
属
し
て
そ
の
有
力
メ
ン
バ
ー
と
目
さ
れ
」
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。
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昭
電
疑
獄
事
件
で
芦
田
内
閣
が
倒
れ
、
四
九
年
一
月
の
総
選
挙
で
社
会
党
は
四
八
議
席
と
惨
敗
し
た
。
島
上

も
こ
の
選
挙
で
落
選
し
、
総
同
盟
本
部
の
専
従
に
戻
る
。
も
し
、
こ
の
時
当
選
し
て
代
議
士
を
続
け
て
い
た
ら
、

島
上
は
総
評
の
初
代
事
務
局
長
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、「
総
評
結
成
時
に
は

議
席
を
失
っ
て
い
た
が
、
次
回
の
雪
辱
戦
を
心
に
決
め
て
い
た
の
で
い
わ
ば
片
足
を
国
会
に
入
れ
て
い
る
状
態

で
あ
っ
た
た
め
、
総
評
第
三
回
大
会
で
は
私
は
事
務
局
長
を
高
野
君
に
譲
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。

こ
の
後
、
社
会
党
の
第
一
次
分
裂
、
平
和
三
原
則
（
中
立
堅
持
、
軍
事
基
地
提
供
反
対
、
全
面
講
和
実
現
。

後
に
再
軍
備
反
対
を
加
え
て
四
原
則
）
と
講
和
・
安
保
条
約
を
め
ぐ
る
左
右
の
対
立
、
第
二
次
分
裂
、「
血
の

メ
ー
デ
ー
」
事
件
、
社
会
党
左
派
の
躍
進
、
バ
カ
ヤ
ロ
ー
解
散
、
造
船
疑
獄
、
左
右
社
会
党
の
統
一
、
小
選
挙

区
制
法
案
粉
砕
闘
争
、
日
ソ
国
交
回
復
、
六
〇
年
安
保
闘
争
、
浅
沼
刺
殺
事
件
と
構
造
改
革
論
争
な
ど
、
戦
後

政
治
を
彩
っ
た
事
件
や
社
会
党
の
動
き
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
島
上
は
当
選
を
重
ね
て
「『
八
勝

四
敗
』
一
九
年
余
の
議
員
生
活
」
を
送
り
、
社
会
党
幹
部
や
代
議
士
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
こ

に
は
、
興
味
深
い
証
言
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
や
共
産
党
中
央
委
員
の
追
放
、
再
軍
備
の
動
き
に
対
し
て
、「
社
会
党
は
こ
れ

に
機
敏
に
対
応
し
た
と
は
い
え
な
い
。
つ
ま
り
党
内
論
議
に
時
間
を
費
や
し
、
対
応
策
に
つ
い
て
迅
速
適
切
に

応
じ
え
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
」
と
、
反
省
し
て
い
る
。
ま
た
、「
警
察
予
備
隊
設
置
で
は
、
治
安
維
持
の
立

場
か
ら
賛
成
す
る
が
…
…
将
来
憲
法
違
反
の
軍
隊
に
発
展
す
る
危
険
性
に
つ
い
て
は
、
一
言
も
触
れ
え
な
か
っ

た
」
と
書
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
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ま
た
、
社
会
党
が
左
右
に
分
裂
し
た
五
一
年
一
〇
月
の
臨
時
党
大
会
に
つ
い
て
の
記
述
も
興
味
深
い
。
二
日

目
に
右
派
は
大
会
の
散
会
を
宣
し
て
事
前
に
準
備
し
て
あ
っ
た
浅
草
伝
法
院
に
移
っ
て
分
裂
す
る
。
し
か
し
、

左
派
も
そ
の
前
日
の
夜
、
労
働
者
同
志
会
と
党
青
年
部
の
合
同
会
議
を
開
き
、「
平
和
四
原
則
に
反
す
る
『
白
青
』

（
講
和
条
約
賛
成
、
安
保
条
約
反
対
）
の
態
度
を
決
定
し
た
と
き
は
社
会
党
を
勤
労
者
の
党
と
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
、
そ
の
と
き
は
『
新
し
い
労
働
者
党
を
結
成
す
る
』
と
の
重
大
決
定
を
く
だ
し
て
い
た
」
と
い
う
。

こ
う
し
て
分
裂
し
た
左
右
社
会
党
は
、
や
が
て
統
一
に
向
け
て
動
き
出
す
も
の
の
「
し
ば
ら
く
は
沈
滞
気
味

で
あ
っ
た
」。「
こ
の
と
き
、
両
者
統
一
を
強
く
刺
激
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
代
表
団
の
来
日
で
あ
っ
た
」

と
い
う
。
こ
の
代
表
団
を
「
右
社
へ
も
申
し
入
れ
て
両
社
共
同
で
歓
迎
」
し
た
だ
け
で
な
く
、
代
表
団
の
離
日

に
当
た
っ
て
は
、「
使
節
団
の
統
一
へ
の
忠
告
を
素
直
に
受
け
入
れ
、
今
後
熱
意
を
こ
め
て
統
一
の
た
め
に
努
力

す
る
、
と
の
委
員
長
談
話
を
発
表
し
た
」
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
社
会
党
内
外
に
大
き
な
波
紋
を
引
き
起
こ
し
た
構
造
改
革
論
争
に
つ
い
て
、
島
上
は
「
長
期
的
に

見
れ
ば
こ
の
論
争
の
激
化
は
党
内
派
閥
の
複
雑
な
変
化
を
生
み
、
役
員
人
事
や
党
の
日
常
活
動
に
も
波
及
し
、

党
を
支
持
す
る
広
範
な
国
民
大
衆
に
は
理
解
を
得
ら
れ
ず
、
党
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
浪
費
と
な
っ
た
面
も
多
い
」
と
、

否
定
的
に
総
括
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
島
上
自
身
の
見
解
や
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
朝
鮮
戦
争
に
つ
い
て
、「
韓
国
軍
が
三
八
度
線
を
越
え
た
の
に
北
朝
鮮
軍
が
反
撃
し
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
今
日
で
は
、
逆
の
経
緯
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
時
代
的
な
限
界
を
反
映
し
た
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記
述
だ
と
言
え
よ
う
。

 
最
後
に
島
上
は
「
筆
を
お
く
に
あ
た
っ
て
」
と
し
て
、「
い
ま
、
労
働
陣
営
は
全
的
統
一
を
目
標
に
大
き
く
動

き
つ
つ
あ
り
、
総
評
結
成
に
苦
労
し
た
者
の
一
人
と
し
て
複
雑
な
淋
し
さ
を
感
じ
る
が
、
こ
の
世
紀
の
大
統
一

が
働
く
者
の
要
望
と
念
願
に
応
え
る
全
的
統
一
で
あ
る
こ
と
を
切
実
に
願
う
」
と
書
い
て
い
る
。
本
書
が
刊
行

さ
れ
た
翌
年
に
連
合
は
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
島
上
が
望
ん
で
い
た
よ
う
な
「
働
く
者
の
要
望
と
念

願
に
応
え
る
」
も
の
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

島
上
が
結
成
に
加
わ
り
「
夢
と
希
望
」
を
託
し
た
社
会
党
は
社
会
民
主
党
に
衣
替
え
し
、
今
や
消
滅
の
危
機

を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
労
働
組
合
の
社
会
的
な
存
在
感
も
発
言
力
も
低
下
し
続
け
て
き
た
。「
労
働
運
動
、
冬
の
時

代
」
と
言
わ
れ
て
久
し
い
。

こ
の
よ
う
な
労
働
組
合
運
動
の
あ
り
方
を
反
省
し
、
先
人
の
苦
闘
の
足
跡
を
振
り
返
り
、
再
検
証
す
る
た
め

の
よ
す
が
と
し
て
、
ま
た
、
反
転
・
攻
勢
に
向
け
て
の
教
訓
を
学
ぶ
教
材
と
し
て
、
本
書
が
活
用
さ
れ
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
誰
よ
り
も
強
く
願
っ
て
い
る
の
は
、
泉
下
の
島
上
善
五
郎
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

二
〇
一
三
年
一
月
二
三
日

　



12

▽
内
容
説
明
―
―
「
紀
伊
国
屋
Ｗ
Ｅ
Ｂ　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
」
よ
り
、
出
版
社
：
図
書
新
聞

　

本
書
は
、
秋
田
の
寒
村
で
生
ま
れ
た
少
年
の
一
代
記
で
あ
り
、
地
方
か
ら
中
央
に
出
て
き
て
身
を
立
て
名
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
人
物
の
昭
和
史
へ
の
証
言
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
島
上
の
生
涯

は
日
本
の
近
代
化
に
お
け
る
典
型
的
な
人
間
類
型
の
一
つ
だ
と
い
え
よ
う
。

　

目
次

　

わ
た
し
の
昭
和
史
証
言
（
市
電
従
業
員
自
治
会
と
あ
ゆ
む
―
戦
前
抄
１
；
東
交
前
史
の
終
幕
―
戦
前
抄
２
；

長
い
荊
の
道
―
戦
中
抄
；
労
働
運
動
畑
で
―
戦
後
抄
１
；
社
会
党

と
あ
ゆ
む
―
戦
後
抄
２
；
天
国
か
ら
地
獄
へ
―
戦
後
抄
３
；
社
会

党
の
再
建
へ
―
戦
後
抄
４
；
高
揚
か
ら
退
潮
へ
―
戦
後
抄
５
）
；

島
上
善
五
郎
を
語
る（
コ
ロ
ン
ボ
で
食
っ
た
同
じ
釜
の
メ
シ
；「
総

評
運
動
」
の
産
み
の
親
；
島
上
善
五
郎
君
を
語
る
；
「
夢
と
希
望

の
七
〇
年
」
に
よ
せ
て
；
思
い
出
懐
か
し
い
島
上
さ
ん
）
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著
者
紹
介

　

島
上
善
五
郎
［
シ
マ
ガ
ミ
ゼ
ン
ゴ
ロ
ウ
］ 

　

明
治
３
６
年
１
２
月
秋
田
県
で
生
ま
れ
る
。
大
正
１
３
年
東
交
労
組
の
前
身
市
電
自
治
会
を
結
成
し
本
所
支

部
長
兼
本
部
執
行
委
員
と
な
る
。
昭
和
１
２
年
人
民
戦
線
事
件
で
逮
捕
投
獄
さ
れ
る
。
昭
和
２
０
年
日
本
社
会

党
結
成
に
参
加
し
中
央
執
行
委
員
に
、
ま
た
東
交
労
組
を
再
建
し
書
記
長
と
な
る
。
昭
和
２
５
年
総
評
結
成
に

参
画
し
初
代
事
務
局
長
と
な
る
。
昭
和
２
２
年
東
京
第
６
区
か
ら
衆
議
院
議
員
に
初
当
選
。
以
後
、
通
算
８
回

当
選
。
昭
和
４
５
年
社
会
党
中
央
本
部
統
制
委
員
長
と
な
る
。
社
会
党
顧
問
、
都
市
交
顧
問
、
東
交
顧
問
。
平

成
１
３
年
湯
河
原
に
て
死
去
（
本
デ
ー
タ
は
こ
の
書
籍
が
刊
行
さ
れ
た
当
時
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
）

 


